
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

私たちJAめぐみの土田支店は、安心して暮らせる豊かな地域社会の発展

に貢献できるよう、農業に関することはもちろん、貯金、共済など地域に密

着した事業を展開しています。

また、JAめぐみのでは地域貢献活動として子どもたちに対する見守り活

動を行い、各店舗を「子ども110番の家」、営業車両を「110番の車」とし

て登録しています。

当店でも職員が、通学する子どもたちへの声掛けや見守りを積極的に行っ

ています。小学生もトイレを借りに来るなど、気軽に立ち寄ってくれる場所

になっています。

地域の子どもたちの間にいじめがなくなり、子どもたちが楽しい学校生活

を送れるよう応援しています。

●ＪＡめぐみの　土田支店

問合先　人づくり課

　

平成２年から３年にかけて実施した川合地区の発掘調査では、10基

の古墳の他に約150軒もの竪穴住居跡が見つかっています。宮之脇遺

跡の13号住居跡は縄文時代中期のもので、特に多くの土器が出土しま

した。右写真の脚付深鉢形土器もその一つです。

当時はドングリやトチなどの木の実をアク抜きして食用としていまし

た。この土器も、食物の煮炊き用に使用されました。中央に装飾された

唐草文様と口縁部の装飾が特徴的です。また、全体に縄目文様がつけら

れています。

川合考古資料館ではこの他にも、川合地区で出土したさまざまな形と

文様の縄文土器を展示しています。

川合考古資料館　資料紹介

脚付深鉢形土器

問合先　文化財課

問合先　防災安全課

歩行中、運転中に地震が起きたら…

歩行中
①揺れが収まるまでは、落下物に注意し、かばんなどで頭を保
護する
②揺れが収まったら、その場に立ち止まらず、自動販売機や建
物の壁、塀などに近付かないように空き地や公園などに避難
する

車の運転中
①ハンドルをしっかり握り、後ろを走行する車が追突しないよ
う徐々にスピードを落とす
②緊急車両の通行を妨げないように駐車場か道路の左側に停車
し、エンジンを切る
③揺れが収まるまで待ち、カーラジオなどで情報収集を行う
④車から離れる場合は、鍵をつけたままドアロックをしないで、
すぐに車を動かせる状態で避難する

いつ発生してもおかしくない大地震。大きな揺れを感じたら、身の安全を守るために次のように行動しましょう。

Vol.23

Vol.57 わたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.23止防
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